
モデル事業名 モノづくりのまちシティプライド醸成事業

対象地域 東大阪市高井田

今年度の主な取組

①『高井田モノづくり体験塾』のプログラム開発
②参加者（高校生）の募集、選考、事前研修
③職人・企業訪問
　・参加者（高校生）は協力企業や達人を訪ね、モノづくり最先端の現場
体験や達人のココロを肌で感じる
　・聞いた話を取りまとめ、写真も含めて聞き書きレポート作成
④参加者の発表の場（フォーラム）開催
　・地域内住民・企業若手・他都市の参加者の前でレポート発表
　・学生と達人・企業がともに話すスタイル
⑤モノづくりのまち東大阪を実感できるチラシまたはサイトの作成
　・寺子屋活動やその他インタビュー情報などにより構成、次年度以降
継続運営
　・地域内全住戸・企業に配布し関心を高める、また高校・大学、市人材
マッチング担当、全市、商工会議所会員企業、他都市への広報活動も
並行して実施

　東大阪市高井田周辺の西部工業集積地区は、金属・機械をはじめ多
様な製造業業種が集積し、オンリーワン企業も多く存在する日本を代表
する工業地域であり、同時に中小企業が多いことから職住一致または
職住近接の暮らしが営まれている地域である。
　しかし、その担い手・牽引役である町工場や商店の事業不振、高齢
化、後継者難、地域と無縁の企業の増加などによりコミュニティは崩壊
の危機にある（最近15年で人口3割減、事業所2割減、従業員数3割
減）。その結果、住と工の間でのトラブルが発生したり、元気な企業が転
出したり、地域への誇りや愛着が希薄になっている。
　このため、操業・住環境を保全するための土地利用ルールの策定、ビ
ジネス創出やコミュニティ再構築のための土壌づくりにとりくんでいる。さ
らに、今もわが国を代表する都心近接産業集積とそこで生業を営む職
人や企業をかけがえのない地域資源ととらえ、モノづくりを通して培われ
た価値観や地域文化を次世代に継承したい。そのための触媒となる仕
組みを構築し、地域の様々な主体の支援のもと、モノづくりに携わる職
人とそれに興味を持つ若者をつなぐことにより、モノづくりのまちとしての
シビックプライドの醸成、人材・技術の継承を実現させる。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

「モノづくり体験塾」の活動を通じ、参加学生からは、「世界と戦うモノづく
り、高井田の地域が世界とつながっていることを肌で感じることができ
た。」、「残りの学生時代のすごし方や自分の将来について、改めて見直
してみようと思った。こんな産業の最前線で働きたいと強く思う。」、「頭の
中で革命がおきた。こんなものが自分の家の近くにあったなんて思って
もみなかったので、本当に凄いと感じた。」といった声が聞かれた。また、
受入れ先企業からは、「学生対応の担当を若い技術者にさせて、彼にも
一緒に成長してもらいたい。」、「非常によい試み。インタビューする側も
される側も元気になる。」「就職活動にもつなげたい。」などの声が寄せら
れた。学生と職人との交流によって、参加した学生はもちろん、企業に
とってもモノづくりという職業や、モノづくりのまちに対する誇りや自負の
気持ちが生まれてきている。

また、参加者募集時には、日刊工業新聞、産経新聞、読売新聞の３紙で
「モノづくり体験塾」について取り上げられ、活動に注目が集まることで、
モノづくりのまちというアイデンティティを地域住民・地元企業等に再認識
してもらう貴重な機会ともなっている。

当初予想していな
かった効果

　地元工科高校の校長先生が活動趣旨に賛同し、本事業とは別に学生
を連れて企業訪問（4社）を実施した。また、参加学生の高校に対して来
年度以降の社員募集を行う企業が現れるなど、1年目では予想していな
かった効果があった。
　また、参加した学生から、来年度以降この活動を手伝ってもよいという
者が現れるなど、新たな人的ネットワークが形成されつつある。

実施状況（写真）

【写真】学生による達人・企業の訪問状況
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